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 悪性瞳傷の稼射線療法は最近長足の進展を遂げつつある。すなわち治療に用りる放射線そのも
 のもMev級の高エネルギーとなり,又・照射術式の点でも術前短期大量照射法等が考えられて,
 照射線量の増加あるいは照射野の拡大ということが従来よりもはなはだ多ぐなって来た.そこで
 悪性腫瘍の放射線療法に際しては,健康なしかも放射線に比較的感受性の高い皮膚が,大線量の
 照射によりどのような影響を受けるであろうかということが大きな問題となって来た。著者はこ
 の問題を解明するためにラツテの一側大腿部に対し大量のレ線照射を行ない,ラツテの健康皮膚
 及ぴ皮下組織に対するレ線照射の影響を第1報では肉眼的に,第2報では組織学的方法によって
 経時的に追求を行なった。
実験方法
 ω体重1009前後の日本雑系ラツテを使用し,そ・の一側大腿部の背側を次の如き方法で照射
 した。(2)照射条件:二次電圧150KVP,電流20寵A,濾過板OuO.る,Aユ0.5寵%焦
 点皮膚間距離500%分時線量コ00r。(3)照射方法:4000r,5000r,6000r1回照
 射及び400rx25日,総線量窪eeoOr分割照射の4群に分けて観察した。(4)観察方法:
 皮膚の変化を経時的に肉眼的に観察すると同時に,照射ラツテを屠殺して照射部位の標本を作製
 し,ヘマトキシリン・エオジン7weigert弾力線維,'Mas80n-Goldnerト'リクローム
 染色を行ない組織学的変化についても観察を行なった。照射線量および方法により多少の皮膚反
 応の差異が認められたか,総括すると次の如き結論を得た。
 A肉眼的所見(D各群とも皮膚反応所見は紅斑・被毛荒綾,脱毛,湿性慶欄・(潰瘍),被
 毛再生,落屑等の所見の順に出現し・1回4000r,500Or照射群では個体差が大きいが,1
 回600Or,分割10000r照射群では個体差少ぐなくほぼ同一の反応が得.られた。(2)1・回照
 射に冷いては,紅斑,被毛荒腹,鱗屑等の所見が認められこの所見は線量に関係なぐ一定日時後
 に発現した・その後脱毛・湿性魔欄・潰瘍等が出現したが・こ.れらの反応は線量と反比例関係を
 待つた日時に出現した。(3戸回6000r熊射群では全例に潰瘍を生じ,回復所見は全ぐ認めら
 れなかった。これに反し,娼00r,5000r照射群は潰瘍の発生は殆んど認められす,かつ大
 多数に回復の経過を示した。(4MOOOOr分割照射では1回照射群に比べ線量が多いにもか～
 わらず・湿性糜爛を示さぬ症例もあり・次いで潰瘍は全例に出現せず回復の経過をたどった。
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 (5).すなわち,搬に分割騰択よる反応の程度は400肛雌1一回鰍助演も紅斑は病田..
 照射では軽微であり,皮膚反応出現の後期るては角層増殖によろ落屑が著明で長期閉続き,更に落
 屑を伴なう皮膚及び皮下に硬化が認められた。
 B組織学的所見(1)全照射群に表皮むよび真皮表層部の輿死が認められ,後に回復所見が認
 められ,後に回復所見が認めら二盈た。ただし丁回600肚照射では全ぐ回復の所見が認められな
 かった。(2M回6000r照射群を除く・他の各群は照射后に真皮及び皮下組織の肥厚があった.
 コ回照射では照射后10日から50日まで,分割照射では照射終了時よりその後60日間中認め
 られた。(3)照射后の真皮及び皮下組織には細胞浸潤が認められた。その浸潤は表層は多核白血
 球が多く,それより深層では照射后5日より25日迄は円形細胞が強ぐ出現し,それ以後は結合
 織細胞の増殖が強かった.(4)1回60GOrわよび分割1凹00r照射では肥1伴細胞の膨化,顆
 粒の粗大濃染化が認められた。また分割照射では皮下脂肪の著明な減少または消失が認められた。
 (5)照射後には小血管の増殖が長期1蹴て亘って認められた。又,血管内皮細胞の変性像は1回照射
 では照射后コ5日から20日まで,分割照射では照射終了時に最も著明であった。(6)結・含織線・
 維はコ回照射では照射後2日目から50日後まで,分割照射では照射終了時より60日後まで均
 質無構造膨化を示す肥厚が認められた。しかし1回6000r照射では照射後20日に結合織線維
 の断裂と線維融解像とが認められた。(7筋線維は1回600・Or照射では照射後20日に筋線維
 の染色性の変化,筋束の不整配列,お・、並び筋線維の断裂,また分割10000r照射では照射終了
 時には筋線維の染色性σ)変化が認められた。
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 審査結果の要旨
 悪性腫瘍の放射線療法は近時長足の進歩を来たして・これに伴なって照射線爺の増那あるいは照
 射野の拡大ということが従来よりも甚だ多(なって来た。そこで,悪性腫瘍の放射線療法に際して
 は健康なしかも放射線に比較的感受性の高い皮職が大線量の照射によりどの様な障害をうけるであ
 るうかということが大喜な問題と攻って来た。
 著者はこの問題を解明するため匠,ラッチの一側大腿部π対し,大量のレ線照射を行な》1,肉眼
 的及ひ組織学的方法によって放射線の影響を追求した。
 4,000r,5,000r,6,000rの一回照射及び1α000'r(400τx25)分割照射
 を行なったが,10.000r分割照射では潰瘍は全例π出現せず恢復の過程を辿つ7鮎1回照射群
 ではいづれも椴瘍を形成した魁4.DOO7,5,0007では恢復が認めら五たが,6・000r照
 射群では恢復所見は全く認められなカOた。
 ⊂れを組織学的にみると全照射群に表皮及ひ真皮表層部の壊死が認められたが,6,00071回
 照射群では全く恢復の所見力草忍められ復かつた。
 晦管内皮細胞の変性度は1回照射群では照射后15、日から20日迄に分割照射群では照射終了時
 1/ごもっとも著明であった。
 結合織線維あるいは筋線維の障害も同時に観察された。かくの如く著者は,一側大腿部という大1
 きな照射野π対し,大幕のX線照射を行なった結果,6,000γ1回照射では放射線瞳害からの仮
 寝が認められないこと,及ひ10泊00rという大貴照射でも分割照射法によれば,この皮κ1の放
 射線πよ'る障害は1回照与重群よりも少ないことを実証した。かかる点は,ラツテとは放射線感受性
 の異なる人体の皮層組織に応用することは出来ないが,大照射野,太線畢の放射線治療の基礎的考
 察として充分学位1て値するものと考える。
 一244一
